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I 問 題 お よ び 目的

平成 15年 3月 に公表された 「今後の特別支援教育

の在 り方について (最終報告)」の中で、今後、盲 ・

聾 ・養護学校は 「特別支援学校 (仮称)」に、また小 ・

中学校にある障害児学級および通級指導教室は 「特別

支援教室 (仮称)」にそれぞれ改称され、特別支援学

校 (仮称)等 が小 。中学校を支援すること、さらに、

小 ・中学校では、すべての子どもが通常学級籍となり、

一人一人のニーズに応 じて必要な支援を特別支援教室

(仮称)等 で受けられる新たな仕組みにしていくこと

等が提言されたD。

今 日、障害児教育はこれまでの盲 0聾 ・養護学校や

障害児学級、通級指導教室での 「場」に応 じた教育か

ら、小 ・中学校等の通常学級に多 く在籍 している学習

障害 (LD)や 注意欠陥多動性障害 (AD/HD)、 高

機能自閉症などの、いわゆる軽度発達障害児をも含め

て、障害のある子ども一人一人の 「ニーズ」に応 じた

特別支援教育へと大きく転換を図ろうとする動きが、

特別支援教育における教師の研修に関する一研究
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平成 16年度二重県免許法認定講習等に参加 し、特別支援教育に関する基礎的な講義を受講 した障害児学校

教師と小 ・中学校教師を対象に、「特別支援教育における教員研修の在 り方」に関するアンケー ト調査を実施 し

た。校種を問わず、教師一人一人に学習障害などの 「軽度発達障害児の特性の理解や指導法」に関する研修が

特に求められていた。障害児学校は、今後特別支援学校 (仮称)と して自校内の教育はもちろんのこと、地域の

小 ・中学校を支援する役割も期待されており、教師一人一人の専門性をさらに高める研修が求められていた。
一

方、小 ・中学校は、校内支援体制を整備し一斉の教科指導の中で障害のある子どもをいかに支援していくか、通

常学級と特別支援教室 (仮称)と の連携の在り方に関する研修が求められていた。さらに、教師の専門性を向上

させるための条件整備の必要性等、今後の特別支援教育を推進する上で有益な示唆を得ることができた。
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平成 15年度より国をはじめ各都道府県ですでに始まっ

ている。従って、この特別支援教育は盲 ・聾 ・養護学

校ばかりではなく、すべての小 ・中学校等をも含めて

これまでの学校教育全体の抜本的な制度改革を推進す

るものとして注目される。

この特別支援教育体制への制度の改正は、早 くて平

成 18年度以降であるといわれているが、今 日小 ・中

学校では、軽度発達障害児をはじめとした特別な教育

的ニーズのある児童生徒への的確な支援が喫緊の課題

となっている。小 ・中学校における軽度発達障害児に

対する教育的支援は始まったばかりであり、この教育

の実績に比較的乏 しいことから、今後障害のある子ど

もの教育に従事する教師の専門性をこれまで以上に向

上させる必要がある。今 日、特別支援教育の推進に当

たり、盲 0聾 ・養護学校および小 ・中学校等の教師の

専門性の向上を図ることは最重要課題である。

本年度より、二重県では、約300校の小 ・中学校や

盲 ・聾 ・養護学校の各校から選ばれた 1名 の教師を対

象に、特別支援教育を推進する上でのキーパーソンと
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